
令 和 ４ 年 度  普 及 指 導 計 画 の 概 要 

 

 

   
 

 

１ 仙南の豊かな資源を活かした持続的な農業に取り組む 
経営体の支援 

（１） 先進的経営体の地域の核となる経営体の育成及び経営の安定化・

高度化支援 

（２） 新たな担い手の確保・育成と多様な人材の活躍支援 

（３） 先端技術等の推進・普及による農業経営の効率化・省力化支援 

（４） 園芸産出額の増大に向けた園芸産地の育成・強化支援 

（５） 収益性の高い水田農業・畜産経営の展開支援 

（６） 多様化する需要の変化に対応した生産・販路拡大への取組支援 

２ 仙南農業の基盤を支える強靱で自然と調和した地域 
づくり 

 
（１） 地域資源や地域の特色を活かした営農・所得確保等に向けた取

組支援 

（２） 野生鳥獣被害防止対策の効果的な推進 

（３） 市町や関係機関との連携強化と合意形成推進による地域農業の

維持・発展支援 

（４） 環境に配慮した持続可能な農業生産の取組支援 

№１ 令和元年東日本台風被災農地の復興に向けた担い手確保 
【Ｒ３～４】 

  ■ 対象：丸森町竹谷地区基盤整備推進委員会（２０人） 

  ■ 活動事項 

   ①復旧農地の安定栽培技術支援 

    ・水稲安定栽培技術支援 

    ・園芸品目安定栽培技術支援 

   ②担い手の確保支援 

・担い手候補と意見交換による 

意識の醸成 

    ・将来の営農体制に関する検討 

３ 大規模自然災害等からの復旧・復興に向けた支援 
 
（１） 令和元年東日本台風からの復旧・復興に向けた支援 

（２） 東京電力福島第一原子力発電所事故被害に対する継続支援 

（３） 新型コロナウィルス感染症等，新たな脅威に対応できる農業経営

の継続に向けた支援 

（４） みやぎの食と農への理解促進と安全・安心な農畜産物生産の取組

支援 

№２ 中山間地域農業を担う新たな営農体制の構築 
【Ｒ３～４】 

■ 対象：農事組合法人ふるせきファーム（１０人） 

      （令和３年１０月８日設立） 

■ 活動事項 

① 法人運営支援 

・営農計画作成支援 

・専門家派遣等による経営 

管理支援 

② 園芸品目への取組支援 

・作付・作業計画の策定 

支援 

№３ 担い手の確保・育成による果樹産地の維持発展 
【Ｒ３～４】 

■ 対象：ＪＡみやぎ仙南角田梨部会（２人） 

       ＪＡみやぎ仙南蔵王地区なし部会（３人） 

若手果樹生産者（８人） 

■ 活動事項 

① 担い手確保に向けた関係機関 

による体制の検討 

② 若手果樹生産者における栽培 

技術の習得，向上 

№４ 機械一貫体系の導入によるたまねぎ生産地の拡大 
【Ｒ３～４】 

  ■ 対象：ＪＡみやぎ仙南たまねぎ部会（１７人） 

  ■ 活動事項 

   ①基本技術の習得支援及び適期作業の実施指導 

   ②たまねぎ部会活動の活性化による 

営農意欲の向上支援及び省力化 

技術実証 

   ③新規作付誘導支援及び排水対策 

実施水田への導入実証 

１ 新規就農希望者等の確保・育成・定着支援 

① 就農相談対応・就農計画策定支援 

② 農業次世代人材投資事業など，各種支援事業活用支援 

③ 生産技術・経営管理能力習得支援 

④ 新規就農者の定着支援 

２ 園芸振興を牽引する重点園芸作物の生産支援 

① いちご 

・講習会・情報交換 

② たまねぎ 

【グリーンな栽培体系への転換サポート事業（農業振興課）】 

・リビングマルチ及び生分解性マルチ導入の検討 

・ドローンでの農薬散布による効率化の検討 

③ 生食用ぶどう 

・栽培技術の習得 

④ 醸造用ぶどう 

・栽培技術の習得 

３ 地域資源の活用による地域の活性化支援 

   【地域資源の「芽」づくり推進事業（農山漁村なりわい課】 

① 農産加工品の開発・販路開拓支援 

４ 地域農業の維持・再生に向けた土地利用型農業法人の 

設立と育成 

① 地域の担い手となる農業法人の設立支援 

  【集落営農モデル支援事業（農業振興課）】 

② 農業法人設立後の経営安定化 

◎重点活動 

■重点活動項目 

令和４年度普及指導方針 

「第３期みやぎ食と農の県民条例基本計画」（令和３年度～令和１２年度），「みやぎ園芸特産振興プラン」（令和３年度～令和７年度）， 

「仙南地域振興方針」（令和３～６年度）及び「地域普及指導基本方針」(令和３年度～令和７年度） 

等を踏まえ，次の重点活動項目を掲げ，関係機関･団体との密接な連携のもと，地域農業の活性化に向けて積極的に普及指導活動を推進する。 

 

◎プロジェクト課題 

 
 

  

資料１ 


